
.1 

知の統合 

1. r知の統合Jとは

科学という 言葉が、分科学という 言葉に由来

していることからも明らかなよ うに、我々は、

物事を細かく分けて条件を整理して実験し、 理

論化する ことで科学や科学技術を発展させて

きた。分科な くして進歩はな く、科学と科学技

術が進展すればするほど複合領域が増え、新領

域も生まれる。加速度的に、新しい科学の新領

域が生まれるのは必然であり宿命とさえいえ

るのである。

しかし、 一方では、 このように分科し細分化

しすぎた科学の弊害も顕著になって きている。

あるデイシプリ ンで最適に設計したつも りの

仕組みが、グローパルにみると最適で、なかった

り、 場合によっては最悪になったり する例は、

環境問題だけではなく多 くの人工物やシステ

ムに既に見受けられる。このまま、 細分化の一

途を辿ったとき の結末は想像を絶して悲惨な

ものとなろ う それを解決するためには、総合O

的な学術体系、技術体系が必要である こと は明

らかである O しかも、 それは抽象的な議論では
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なく 、現実をベースと したものでなくてはなら

ない。つまり 実問題を解決する力のある、社会

のための学術でなくてはならないのである。そ

うした統合への流れが 「知の統合」 であ り、 究

極的には、 その学問体系である「知の統合学」

を目指しているといえる。

つまり 、「知の統合」は、総合的な学問体系

としての「新しい設計論と構成論の確立」と「実

問題の備隊的解決」を目指している。すなわち、

「知の統合学」は、「人文・社会科学、自然科学、

設計科学ないしは創造科学を横断的に i府搬し、

知の統合のための方法論と方策を明確にし、そ

の体系化を図る とともに、知の統合を実践して

ゆくための科学」 といえよ う。

従来、知が統合され、 大問題が解決したり 、

新しい人工物が創造されたり 、あるいは、科学

や科学技術の大発見や大発明があっても、その

ための一般的な「知の統合」の方法論が語られ

ること は少なく、まして、 そのための具体的な

ツールが用意されているわけでもなかった。多

くの場合、優れたリーダーや良いメンバーに恵

まれたグループ、個人の直感力や才能や感性、
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あるいは、その組織が伝える師弟問の直伝など

によ っている。

そのような、これまで明確にされるこ とのな

かった「知の統合」の方法論を顕在化し、それ

を、誰もが利用可能にして行くことが今求めら

れている。それは、体で覚えるしかなかった「技

能」を、誰でもが理論で習得できる「技術」に

高めた過程の再現とも いえよう 。そして、この

「知の統合」の目的が、「問題解決」や「創造」、「意

思決定」 あるいは「新たな知の発見」である こ

とから、それぞれの目的のための方法論、組織

論、具体的な手法や方策などが体系化されなく

てはならないであろう� O

それらをすべて列挙し体系化した、いわば「知

の統合学」大全の完成が最終目標であるが、残

念ながら、現在まだその目次すら明らかではな

い。既に存在するものと、まだ存在しておらず、

従;って、オープン・プロブレムとして広く角引夫

方法を募るべきものなどを明確化して提起し、

いわば「知の統合学」 大全の「目次」を作りあ

げることが緊要であり、その目次ができあがっ

た時、「知の統合」が学問として、その第一歩

を歩き出すといえるであろう 。� 

2. r知の統合」の歴史

コンシ リエ ンス� (consilience)すなわち、知

識の統合� (theunity of knowledge)は、

古代ギリシャの宇宙を支配する固有の秩序と
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いう概念に由来するといわれている。この概念

は、ルネッ サンス期に再発見され、啓蒙思想期

に絶頂期を迎えたが、現代科学の振興とともに

衰えた。� 1840年になって「科学者� J(scientist) 

という 言葉を作った人物としても良く知られ

ている� WilliamWhewellが、その著書� nhe 

Philosophy of the Inductive Sciences，Founded 

Upon Their Historyj の 中で、� consilienceと

いう 言葉を使用しそれが見直され、科学哲学

の世界では知られる概念となったが、 一般的

な認知度は低かった。最近になって、� Edward 

Osborne Wilsonが、� 1998年の著書� rConsilience: 

The Unity of Knowledgd で¥c.P. Snowカ苛是

唱した自然科学と人文科学を統合する方法に

ついての議論を拡張し、その際異なる専門化さ

れた分野の知識の統合を、� consilienceという用

語を用いて説明してから再び一般的な考え方

として議論されるよ うになっている� O

一方、� SwissAcademy of Arts and Science 


では、� Networkfor Transdisciplinary Research 


(td-net)を通じて、� transdisciplinaryresearch 


(横断型基幹科学技術)を推進している。この


中心的な活動拠点は、� SwissFederal Institute 


of Technology (ETH) Zurichにあり、� WPrinciples
 

• for Designing Transdisciplinary Researchj 

(2ω7年)や� nIandbookof Transdisciplinary 

Researchj (2∞8年)を纏めるなど精力的な活動

が進められている� また、� TheInternational O
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Center for Transdisciplinary Research 

(CIRET) が1987年 に、� BasarabNicolescu 

により パ リに設立さ れ、� 1994年には、� IThe 

Charter of Transdisciplinarity Jが提案され、� 

rManifesto of Transdisciplinari ty j(2002年)

や� rTransdisciplinarity Theoryand Practicd 四� 

(2008年)が出版される など積極的な活動が行

われている。

我が国に於いても、� 2003年には、横断型基

幹科学技術研究団体連合(横幹連合)が、文理

にまたがる� 43の学会の連合体として設立され、

細分化されタテ型の活動が支配する傾向をも

っ科学技術に対して、「横」の軸の視点や「知

の統合」の重要性を訴えて横断型の科学技術の

振興、 普及と活用を強化するための活動を行っ

ている。� 

3.日本学術会議での取り組み

日本学術会議でも、早くから、女� uの統合に関

する課題に取り組み、第� 20期において、科学

者コミュニティと知の統合委員会により「提言

知の統合 社会のための科学に向けて� -Jが� 

2007年に提出 されるに至った。また、同じ第� 

20期に、総合工学委員会 「工学基盤における

知の統合分科会」 により、「記録:知の統合の

具体的方策一工学基盤からの視点� -J (2008年)

がまとめられた。第� 21期に於いても引き続き、

第三部の総合工学委員会に「工学基盤における

知の統合分科会」が設けられ、� 2010年5月には、

「知の統合」に向けての公開シンポジウムが開

催される など活動が続けられている。

.12010また、『日本の展望一学術からの提言� 

において、� 121世紀の世界において学術研究が

立ち向かう課題� Jの解決に向かつて、科学・技

術を含め学術の総ての分野の知を結集し統合

的研究を進め、国際的協働に立った学術の総合

力を強力に発揮しなければな らないとしてお

り、 そのような知を結集し統合的研究を進める

にあたっては、課題解決のための「知の統合」

の具体的な方法論と方策が緊要となる。

「知の統合」の理念からして、総合工学や第

三部にと どまらず、幅広い学術の視点から「知

の統合の推進」を実現する審議を行うことが必

要であることから、人文・社会科学や生命科学

を含む学術全体で、知の統合の具体的な方法

論と方策を審議する課題別委員会『社会のた

めの学術としての「知の統合」推進委員会Jを� 

2010年7月から設置し、知の統合を実践するこ

ととなった。

この課題別委員会では、「提言 :知の統合

社会のための科学に向けて」、「記録� :工学基盤

における知の統合の推進」で論じられた知の統

合を更に方法論的に展開 し、知の統合のために

必要な具体的な方法を 「知の統合学」 と位置づ

け、提言で「還元的な知の統合」ゃ 「生成的な

知の統合」として例示されていた知の統合のた
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めのアプローチ例を深化させる。すなわち、 新

しい発見や新規の創造あるいはイノベーシ ョ

ンのための知の統合や 謀題解決のための知の

統合に必要な、具体的な方法論や方策を明らか

にする。

その際、科学技術に限らず、学術全体の幅広

い視点から 「知の統合の推進」 を実現するため

の審議を行い、知の統合のための具体的な方法

論と方策を求める O さら に、 「知の統合によ る

イノベーションの展開」などの具体的な課題を

設けて、それに対する知の統合の実践を試みる

とともに、社会のための学術と しての 「知の統

合」を担う人材育成について学術全体の広い視

点から{府服的に審議すると している。

なお、日本学術会議での「知の統合」 の取り

組みは、デイシプリ ンを超える「統合 jを考え

ていて、 consilienceとtransdisciplinari tyの両者

の要素を兼ね備えており 、そのどちらかの文脈

だけで語る ことはできない。また、「知」は「知識」

と「知恵」 である ことから、本稿の表題の英語

訳としては fT ransdisciplianaryUni五cationof 

Knowledge and WisdomJを用いている O 

4.おわりに

「提言 :知の統合 社会のための科学に向け

て」ゃ 「記録 :工学基盤における知の統合の推

進」で論じられた知の統合を更に方法論的に展

開し、知の統合のために必要な具体的な方法を
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「知の統合学」と位置づけ、新しい発見や創造

あるいはイノ ベーシ ョンのための「知の統合」

や，課題解決のための知の統合に必要な具体的

な方法論や方策を明らかにする ための課題別

委員会『社会のための学術としての 「知の統合」

推進委員会』 が、 2010年7月に日本学術会議に

組織された O この委員会では、科学技術に限ら

ず、学術全体の幅広い視点から 「知の統合の推

進」を実現するための審議を行い、知の統合の

ための具体的な方法論と方策を求める Oさらに、

「知の統合によるイノベーシ ョンの展開」 など

の具体的な課題を設けて、それに対する知の統

合の実践を試みるとと もに、 社会のための学術

としての「知の統合」 を担う「人材育成 jにつ

いて学術全体の広い視点から怖搬的に審議す

ることになっている。日本学術会議の部を超え

た 「知の統合」 の試みが、まさし く今始まった

ところである。
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